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≪シリーズ：中国の不良債権問題②≫

中国不良債権統計の信憑性
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【ご照会先】調査部 副主任研究員　 関辰一（seki.shinichi@jri.co.jp , 03-6833-6157）

（１）中国経済は2001～2010年にかけて年平均＋10.5％の高成長を維持していたものの、その後 
   の成長率は低下傾向（図表１）。高成長の終焉に伴い企業収益は悪化し、企業の景況感は 
   2000年代前半やリーマン・ショック後よりも、厳しい状況に（図表２）。民間企業のみな 
   らず、国有企業の破綻も発生。 
 
（２）こうしたなか、筆者が試算した潜在不良債権比率は2015年末時点で8.6％と、2000年代前 
   半やリーマン・ショック後を上回り、現状は当時よりも深刻であることを示唆（図表３）。 
   ちなみに、潜在不良債権比率が同程度に高い2012年には国有企業の破綻はみられなかった 
   ものの、中小企業から「融資難、融資貴」（融資を得るのが難しく、銀行が求める金利や 
   手数料があまりに高い）との声が拡がり、貸し渋り・貸し剥がしの問題が顕在化。 
 
（３）他方、中国銀行業監督管理委員会が公式に発表している2015年末の商業銀行の不良債権比 
   率は1.7％と2003～2004年よりも大幅に低く、不良債権残高も当時を下回る状況（図表４）。 
   両者の違いは、公式統計の調査対象が銀行である一方、潜在不良債権比率の調査対象は借 
   り手企業であること。すなわち、銀行の不良債権の認定基準が緩くなれば、公式の不良債 
   権比率は低下するものの、潜在不良債権比率はその影響を受けず。また、銀行の不良債権 
   が政府系ファンドやシャドーバンキングに移し替えられた際も、公式の不良債権比率は低 
   下するものの、潜在不良債権比率は変化せず。中国経済の現状を踏まえると、公式統計は 
   不良債権の実態を表していない恐れ。 

 http://www.jri.co.jp 
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（年） （資料）2014までの値は「銀行業監督管理委員会年報」各年版、 

    2015年の値は「銀行業監管統計指標季度情況表」 

（注）中国銀行業監督管理委員会は2010年から新しい時系列デー 

   タの発表を開始したものの、新旧の範囲の違いは不明。 

（図表４）不良債権の公式統計 
（％） 
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（図表１）実質ＧＤＰ成長率（前年比） 
（％） 

（年/期） （資料）国家統計局「国民経済計算」 
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（図表２）経営状況判断ＤＩ（季調値） 
（％） 

（年/期） 
（資料）中国人民銀行「企業家問巻調査報告」 

（注）経営状況判断DIは「経営状況良好」-「厳しい」+50、調査対象 
   は全国約5,000の工業企業、日本総研が季節調整。 
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（資料）各社の年報、Windを基に日本総研作成 

（注１）2016年5月17日時点で上場している全2,850社のうち借入金 

   と支払利息のある非金融企業2,327社の財務データを集計。 

（注２）潜在不良債権比率の定義・推計方法は≪シリーズ：中国の 

    不良債権問題①≫中国の「潜在不良債権比率」は高水準 

    をご参照。 

（図表３）潜在不良債権比率 


